	分野
	総合分野（学校設定科目等）

	教材
タイトル
	株式と経済の関連性について理解しよう

	教材からの学び
	１　株式に関する基礎的知識を身に付けている。
２　株価と経済との関連性、日本企業と世界とのつながりについて理解している。
３　日経平均株価の推移をとることにより、株価上昇や下落の変動要因を発見し、それを他者に説明することができる。
４　学習全体を通じて株式を学習する意義を発見し、今後に生かそうとしている。

	時間数
	２時間（動画を用いた株式の基礎知識の講義と意見共有）

	授業の
進め方
	＜プレゼン資料を用いた講義　１時間＞
１　別添ファイルのプレゼン資料の台詞を参考にしながら講義を行う。生徒はワークシートに記入しながら、株式の基礎について学習する。
２　「日経平均株価の推移記録をとろう」の課題プリントを配付し、期日までに日経平均株価の記録と変動理由について記載するよう指示をする。
３　日経平均株価についてはyahooファイナンスや新聞の株価欄を見るとよい。株価の見方について指導を行う。

＜課題に関するグループ学習及び意見共有　１時間＞
１　「【意見共有シート】日経平均株価推移の記録を取ろう」プリントを用いて、日経平均株価の上昇要因、下落要因、上昇・下落要因としての重要事項、株式を学ぶ意義についてグループで意見共有をした後、全体意見共有をする。
２　振り返り・気付きの共有
最後に生徒に今回の気付きについて書かせる。そして、その気付きをグループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いて共有したりする。



ティーチングノート

※別紙３－２にて「【課題】日経平均株価の推移をとり、変動の要因となった出来事を調べてみよう」と「【意見共有シート】日経平均株価推移の記録を取ろう」が用意されているのでこちらを活用してください。
※別紙３－３にて株式に関する教員の勉強用及び生徒用の教材一覧を作成しているので、適宜活用してください。
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■本単元の位置付け
ビジネス探究プログラム　基礎学習

■本単元の目標
１時間目（プレゼン資料を用いた講義）
　・株式の基礎知識を身に付ける。
　・株価の変動要因と世界経済や日本経済の関係性を理解する。
　・為替と株価の関係性について理解する。
　・日々の株価と変動要因を記録する方法を身に付ける。

　２時間目（「日経平均株価の推移記録を取ろう」プリントを用いた意見共有）
　・日経平均株価の推移記録により、株価が変動する要因を理解する。
　・商業を学ぶ高校生が株式を学ぶ意味を理解する。
　・株式の知識を今後の学びに生かそうとする態度を身に付ける。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
  ・株式に関する基礎的知識を身に付けている。
・株価と経済との関連性、日本企業と世界とのつながりについて理解している。
【Ｂ】思考・判断・表現
・日経平均株価の推移をとることにより、株価上昇や下落の変動要因を発見し、それを他者に説明している。
・学習全体を通じて株式を学習する意義を発見し、今後に生かそうとしている。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
・グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
  ・振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
・意見共有では発言しやすいような雰囲気を教員がつくるとともに、否定はしない。
・意見共有ではTeamsのチャット機能やロイロノートなどを利用してもよい。
・別紙３－３にて株式に関する教員の勉強用及び生徒用の教材一覧を作成しているので、適宜活用する。


■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜プレゼン資料を用いた講義＞
　・別添ファイルのプレゼン資料の台詞を参考にしながら講義を行う。生徒はワークシートに記入しながら、株式の基礎について学習する。
・「日経平均株価の推移記録をとろう」の課題プリントを配付し、期日までに日経平均株価の記録と変動理由について記載するよう指示をする。
・日経平均株価についてはyahooファイナンスや新聞の株価欄を見るとよい。株価の見方について指導を行う。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（１分）
　・今回から株式に関する基礎知識を身に付け、株価の変動要因の理解を深めたいと思います。経済を理解する上で株式を学ぶことは非常に有益です。株価の変動には企業業績だけではなく、経済・政治・世界各国の動向など、あらゆる要因で株価が変動しています。それらを理解し、経済に強い人になりましょう。

２　学習プリントの配付（２分）
　・それでは学習プリントを配付します。本日はプレゼンテーションソフトを使って株式に関する基礎知識について講義をします。このプリントに記入しながら聞いてください。

３　株式に関する学習①　～株式を学ぶ意義と日経平均株価～（６分）
　・教材の別添資料【プレゼン資料】の「株式を学ぶ意義と日経平均株価」を投影して説明を行う。説明する内容はプレゼン資料のノートに記入しているので、それを読み上げて説明する。時間が限られているので、時間配分に注意する。生徒にはプリントに記入をさせながら受講させる。

４　株式に関する学習②　～日経平均株価の変動要因と見方～（14分）
　・教材の別添資料【プレゼン資料】の「日経平均株価の変動要因と見方」を投影して説明を行う。説明する内容はプレゼン資料のノートに記入しているので、それを読み上げて説明する。時間が限られているので、時間配分に注意する。生徒にはプリントに記入をさせながら受講させる。

５　株式に関する学習③　～個別銘柄の株価の見方と時価総額～（９分）
　・教材の別添資料【プレゼン資料】の「個別銘柄の株価の見方と時価総額」を投影して説明を行う。説明する内容はプレゼン資料のノートに記入しているので、それを読み上げて説明する。時間が限られているので、時間配分に注意する。生徒にはプリントに記入をさせながら受講させる。

６　株式に関する学習④　～外国為替（円高・円安）と日本経済～（11分）
　・教材の別添資料【プレゼン資料】の「外国為替（円高・円安）と日本経済」を投影して説明を行う。説明する内容はプレゼン資料のノートに記入しているので、それを読み上げて説明する。時間が限られているので、時間配分に注意する。生徒にはプリントに記入をさせながら受講させる。

７　課題についての指示（７分）
　・教材の別添資料「【別紙３－２】日経平均株価の推移」の１・２ページ目の「【課題】日経平均株価の推移をとり、変動の要因となった出来事を調べてみよう」を配付する。時間に余裕があればこの課題を行うために１時間の時間をとってもよい。課題にするのであれば２週間程度の期間を与える。また、調べ方については以下の文言を参考にしていただければよいが、「Yahoo ファイナンス」については実際に作業や投影しながら説明すると生徒は理解しやすい。
　・評価については、提出日を指定し課題を回収する。回収した課題を見て評価をつける。授業までに時間がなく評価をつけることができない場合は、コピーをして、後日評価をつける。２時間目の授業までに生徒に返却する。
　・本時、株式の基礎知識について学びました。次回の学習につなげるために、個人で課題を行ってください。配付されたプリント「日経平均株価の推移をとり、変動の要因となった出来事を調べてみよう」にて、日経平均株価と変動の要因となった出来事を調べてきてください。〇月〇日までに最低〇回分記入してください。調べ方は主に２つあります。プリントの【調べ方】を見てください。まずは新聞の株式欄を使う方法です。新聞の株式欄に「株価指標」という欄があります。そこに「日経平均（225種）」と書いてあります。そこが前日の日経平均株価になります。前日より上昇したか下落したかも書いてあります。上昇や下落の要因についても記載してあります。記事から抜き出して簡潔に記入してください。
　　２つ目がヤフーファイナンスを使う方法です。インターネットで「ヤフーファイナンス」と検索します。開くとトップ画面になります。トップ画面に「日経平均」というところがあり、そこが現時点での日経平均株価です。前日よりいくら上昇したか下落したかも書いてあります。変動要因は「日経平均」をクリックすると、日経平均の詳細画面が出てきます。そこを下にスクロールすると「市況・概況ニュース」というところがあり、その中の記事に日経平均の変動要因が記載してあります。記事から抜き出して簡潔に記入してください。
・理解度確認テストの予告
〇月〇日の授業で、今回の株式に関する学習の内容を理解できているか確認するために５分程度の理解度確認テストを行いますので、今回学んだ内容を復習してきてください。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜理解度確認テストの実施＞
　・別添資料にある「【理解度確認】株式と経済の関連性について理解しよう」を実施する。
　　解答時間は５分で行う。テスト後、回収し教員で採点する。
＜課題に関するグループ学習及び意見共有＞
　・教材の別添資料「【別紙３－２】日経平均株価の推移」の３・４ページ目の「【意見共有シート】日経平均株価推移の記録を取ろう」プリントを用いて、日経平均株価の上昇要因、下落要因、上昇・下落要因としての重要事項、株式を学ぶ意義についてグループで意見共有をした後、全体意見共有をする。
　・振り返り・気付きの共有
・最後に生徒に今回の気付きについて書かせる。その気付きをグループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いて共有したりする。
・グループ学習は４～６名でグループをつくる。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　理解度確認テストの実施（７分）
　・それでは最初に、前回の内容を理解しているかを確認します。今から配付する理解度確認テストを５分で解答してください。
　・理解度確認テスト（別添資料）を配付し、５分計測する。５分経過後回収する。

２　意見共有の導入（１分）
　・事前に「【意見共有シート】日経平均株価推移の記録を取ろう」プリントを配付しておく。
　・それでは、皆さんに課題をしてもらいましたが、今回はその課題を基に株式に関する知識や思考を深めていきます。アサインメント１・２はグループ学習で、アサインメント３・４は全体で意見共有していきましょう。

３　議論を始める前に（２分）
(1) 心理的安全性の確保
　・それでは今日は意見共有を行います。皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。
(2)挙手の方法について
・全体意見共有はできる限り多くの人の意見を聞きたいので、手の挙げ方のルールを説明します。全く発言をしていない人はグーで挙手してください。１回発言した人は指で１を、２回発言した人は指で２と合図してください。発言回数を参考に議論が深まるように当てていきたいと考えています。がんばって挙手してください。

４　アサインメント１（グループ学習）（６分）
　・それではまず、グループで「日経平均株価推移の記録を取ろう」プリントの記録で株価が大きく上昇（前日比１％以上）した日の「要因となった出来事」を出し合いましょう。
　・１％以上上昇した日が皆無かほとんどないようであれば、「上昇した日の要因となった出来事」について話し合わせるとよい。

５　アサインメント２（グループ学習）（６分）
　・今度は株価が大きく下落（前日比１％以上）した日の「要因となった出来事」を出し合いましょう。
　・１％以上下落した日が皆無かほとんどないようであれば、「下落した日の要因となった出来事」について話し合わせるとよい。
６　アサインメント３（12分）
　・それではここからは全体の意見共有を行います。先ほど、グループで株価の上昇と下落の要因について話し合ってもらいました。株価が上昇したり、下落したりする要因として重要であると思われることを共有しましょう。推測でもかまいませんので皆さんで意見を共有しましょう。

７　アサインメント４（12分）
　・それでは、最後に私たち商業を学ぶ高校生が株式を学ぶ意義は何だと思いますか。どのようなことでもよいので感じたことを共有しましょう。とにかく皆さんが感じたことを数多く共有しましょう。

８　振り返りの指示（１分）
　・それでは、今回の株式に関する学習において皆さんが学んだこと、新たな発見、友人の意見で気付いたこと、今回の学習を今後にどのように生かしていきたいかを記入してください。〇月〇日までに提出してください。

９　クロージング（本時の学習の結晶化）（３分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・この単元の最初に話をしましたが、経済を理解する上で株式を学ぶことは非常に有益です。株価の変動には企業業績だけではなく、経済・政治・世界各国の動向など、あらゆる要因で株価が変動しています。株式を勉強すればするほど株価形成の奥深さを知ると思います。ぜひ、皆さんは今後の生活で株価を意識してください。なぜ株価が変動したのかを調べる習慣を付ければ経済に強いビジネスパーソンになることができます。株式を知らずしてビジネスは語れません。そのようなきっかけとしても今回、株式を取り扱いました。今後も興味をもって株価を見てください。
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